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家表法 電気規程における換気扇の表⽰の現状
別表⼀（第⼀条関係）

別表⼆（第⼆条関係）

（資料2-7）
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改正の検討に⾄る経緯
事実関係
 JIS C9603 5.6 では、⾵量の測定単位は、「⽴⽅ｍ／分」となっている。
 これに基づき、家表法の電気規程においても「分」の表⽰を⾏ってきている。
 他⽅、建築基準法における換気設備の換気回数、換気⾵量要求などは「時間」の表⽰となっている。

実際の表⽰例
 このため、実際の製品における表⽰では、換気扇本体の表⽰＝「分」、取扱説明書やカタログの表⽰＝

「時間」 となっているケースの存在を、メーカーでも確認。
 都道府県においても、⼩売店の表⽰において、このケースの存在を確認。

※業務⽤の換気扇では、このケースは確認されていない。（「時間」のみ）

改正のポイント
 消費者にとっては、換気扇本体、取扱説明書とも、表⽰を確認できる（⽬にする）部分であること。
 換気扇本体と取扱説明書の表⽰が異なることが原因で、⾵量の正しい理解につながらない恐れ。
 表⽰単位を⼀致させることで、紛らわしい表⽰となることを防ぐことが出来る。
 消費者庁・経産省（情報産業課、製品安全課）・業界団体（JEMA）・メーカーも⾒解が⼀致。
 電気規程の別表⼆ ⼗⼆ 換気扇（⼆）を改正し、「時」にあわせることが望ましいのではないか。
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表⽰事項の詳細 家庭⽤品品質表⽰法ガイドブックより
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表⽰事項の詳細 家庭⽤品品質表⽰法ガイドブックより



6

電気規程における改正箇所（案）

改正後

改正前

改正箇所⾃体は
別表⼆の記載を１⽂字修正

「分」→「時」


